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研究成果の概要（和文）：2015年に実施した全国産婦人科施設の代表者へアンケート調査では，健康な女性の卵
子凍結への肯定感は約2～3割であり，2012年の調査の約6割から大幅に低下していた．2016年に実施した全国の
約8千人の一般市民へのアンケート調査では，健康な女性の卵子凍結への肯定感は約6割と高く，2013年の調査の
約2割から大幅に上昇していた．女性の社会進出につながるとの理由が挙がったが，高齢出産のリスクや生まれ
た子どもの福祉，凍結卵子の譲渡や売買などの不安も見られた．不要となった凍結卵子の使途として「研究」
「廃棄」「譲渡」などは高率に支持されていた．学生時代から知識を持つように教材を作成した．

研究成果の概要（英文）：Affirmation to the social egg freezing of a healthy woman was approximately 
20-30% (2015), which was largely decreased from approximately 60% (2012) by the questionnaire survey
 to the representative of gynecology facilities of the whole country.  Affirmation to the social egg
 freezing of a healthy woman was approximately 60% (2016), which was largely increased from 
approximately 20% (2013) by the questionnaire survey to approximately 6,000 citizens. 
Citizens supported the social egg freezing because it led to the social advance of the woman.  
However, they also felt the uneasiness such as a risk of the aged pregnant women and the welfare of 
a born child, a transfer or the buying and selling of the cryopreserved ovum.  The "medical 
research" "disposal" "transfers" were supported to a high rate as the purpose for spent of 
unnecessary cryopreserved ova.  I made the teaching materials for teachers and students to have 
knowledge about reproduction technology and bioethical problems.

研究分野： 生殖医学
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１．研究開始当初の背景 
生殖補助医療の進歩に伴う配偶子（精子や

卵子）や胚（受精卵），性腺（精巣や卵巣）
の凍結保存（そして，その第 3者への提供）
は，不妊症患者，抗がん剤治療を受ける癌患
者の妊娠の可能性を高めた．一方，商品価値
の高い配偶子の売買，望む性質の子どもを得
るための胚の遺伝子操作などの生命倫理上
の課題や，死後生殖で生まれた子どもの死後
認知訴訟も起きている． 
「人が妊娠しにくくなる年齢」など，生殖に
関する日本人の基礎知識は他国民と比較し
て乏しいことが知られており，結婚や妊娠を
先送りする女性は多い．一方，最近の「卵子
の老化」報道により，「仕事に打ち込むため」
「適当なパートナーがいないため」などの社
会的理由で卵子を凍結保存（Social egg 
freezing）しておく未婚女性が増加している
現状もある． 

若い頃に凍結保存した卵子による生殖は
「閉経による生殖の終結を回避」し，女性の
生殖可能年齢の変化，ひいては，女性のライ
フプラン形成へも影響をもたらす．このよう
な，今まで人類が経験したことのない高齢出
産や高齢育児が，母子や家族に及ぼす影響は
明らかではない．また，凍結保存配偶子は死
後の生殖にも用いられる．我が国でも，凍結
保存精子により本人の死後に児を得た事例
も発生し，子と亡夫との間に法的な親子関係
を発生させる法律上の手続き（死後認知）を
求め，裁判も行われ，家族法（民法の一分野）
の視点からの判例分析も行われている． 

また，凍結保存された配偶子は商品ともな
り，第 3者への譲渡や売却により，「独身者」
や「同性愛・性同一性障害」のカップルの生
殖医療にも使用されている．このため，家族
形態の多様化，養子・里親制度との比較，出
自を知る権利，ドナー情報の管理体制などの
議論が急がれる． 
 2003 年，厚生労働省厚生科学審議会生殖補
助医療部会は，第三者配偶子を用いる生殖医
療を一定の条件で施行可能とし，法制審議会
生殖補助医療関連親子法制部会は，生まれた
子の民法上の親子関係を規定する法制化の
方向性を示した．しかし，その後の進展はな
く，日本産科婦人科学会の見解などに基づき
自主規制のもと実施されている． 
 最近，配偶子提供を求めて海外渡航する不
妊症カップルの増加，日本初の卵子バンクが
卵子提供を開始などの報道もあり，2013 年，
日本医師会は生殖補助医療法制化検討委員
会を設置，自民党は「生殖補助医療に関する
プロジェクトチーム」（座長・古川俊治参院
議員）を設置するなど，生殖医療の法制化の
議論が再び活発化してきている． 
 しかし，議論の基礎となる日本人の意識の
関する大規模データは不足しており，不幸に
も観念的な議論に陥りがちである． 
 
２．研究の目的 

本研究は，現在，進行している国内外の健
常な未婚女性の配偶子・性腺の凍結保存の実
態調査とともに，①生殖年齢の延長に伴女性
のライフプラン形成への影響，②商品として
の配偶子提供と家族形態の多様化に対する
意識を調査する． 
これらの社会調査を踏まえて，生命倫理，
医事法，家族法，文化人類学，教育，医療，
さらには当事者の視点など，複合的な視点か
ら学際的に考察する． 
 このような大規模データをもとに考察を
行うことによって，配偶子・性腺の凍結保存
技術応用の是非や適用条件を明らかにし，そ
れに基づき社会に情報発信を行い，さらには，
「生命倫理政策形成」「生殖医療の法制化」
に寄与する -政策提言- を行うことである． 
 
３．研究の方法 
＜調査 1＞全国産婦人科施設代表者への調査 
2015 年 10～12 月に日本産科婦人科学会の

登録医療施設 1，136 施設の代表者（医師）
宛に，研究の主旨や研究方法を説明した文書，
研究についての参加依頼書，無記名自己記入
式質問紙を同封して郵送した.質問紙への記
入の後，同封した封筒にて郵送法で回収し
た. 
 

＜調査 2＞全国の一般市民への調査 
2016 年 2～8月，全国より無作為に，計 15

都府県 25 地域を抽出した．25 地域に居住す
る一般人 7,895 名を対象とし，無記名自己記
入式質問紙を郵送した.質問紙への記入の後，
同封した封筒にて郵送法で回収した.  
 
４．研究成果 
＜調査 1＞全国産婦人科施設代表者への調査 
 有効回答の得られた 356 施設（有効回答率
98.9％）を分析対象とした．男性 277 名，女
性 74 名であった.平均年齢は，51.8±
8.6[28-72]歳であった．年齢別に見ると，20
～30 代は 33 名，40 代は 95 名，50 代は 150
名，60～70代は70名であった.施設の属性は，
診療所・単科病院が 113 施設，複数科・総合
病院が 181 施設，大学病院が 55 施設であっ
た.回答者の専門分野は，生殖医療が 167名，
周産期・新生児が 55 名，腫瘍・婦人科が 46
名，女性のヘルスケアが 6 名であった.施設
の主要な対象となる領域・疾患は，「生殖医
療」が 182 施設であった．実際に，生殖補助
医療を行っている施設は 185 施設であった． 
日本生殖医学会・日本産婦人科学会の両学会
の相互する見解についての意識をみると，
「どちらの学会の見解にも賛成」は約 4 割，
「どちらの学会の見解にも反対」は約 1割で
あった.男女別での検討において，日本生殖
医学会の見解へ男性が賛成している割合が
有意に高率であった． 
健康な未婚女性が将来の妊娠・出産に備えて
卵子凍結を行うことについて，約 2割が「倫
理的・社会的に問題ない」と回答し，18 施設



が社会的適応での卵子凍結を実施していた． 
社会的適応での卵子凍結が拡大することに
よる人々のライフプランや社会に与える影
響についての意識を見ると，女性への影響と
しては，「出産年齢が上がり，ハイリスク妊
娠が増加する」「女性の晩婚化を促進する」
など悪い面が高率に挙がった．医療への影響
としても，「医療費の無駄である」「医療のマ
ンパワーが無駄である」など悪い面が高率に
挙がった．男女別でみると，女性施設代表者
が施設別でみると，「出産年齢が上がり，ハ
イリスク妊娠が増加する」で有意に高率であ
った．施設別でみると，「若いうちに妊娠す
ることの啓発になる」でのみ，生殖医療を行
う施設代表者の方が有意に高率であった． 
社会的適応での卵子凍結が拡大することが
人々のライフプランに与える影響について
の意識と関連する要因をみると，「女性施設
代表者」であるという因子が，社会的適応で
の卵子凍結が拡大することが「出産年齢が上
がり，ハイリスク妊娠が増加する」という意
識と関連していた. 
 
＜調査 2＞全国の一般市民への調査 
 郵送した全国の一般市民 7,895 名のうち，
1,353 名から回答があり（回収率 17.1％），
そのうち 18 歳以上の有効回答の得られた
1,322名を対象とした（有効回答率 16.7％）． 
 対象者の平均年齢は，43.2±16.9[18-91]
歳，男性が約 36％，女性が約 64％であった． 
卵子提供を行うことに関して，「認める」

24.4％，「条件付きで認める」48.2％であっ
た．「生まれつきの病気で卵巣機能が低下し
た」場合の卵子提供には，90.2％が肯定的で
あった．「パートナーの見つからないまま高
齢になった」場合の卵子提供には，19.3％が
肯定的であった．女性のみに限定して，年代
ごとに，未婚既婚別，子どもの有無別で比較
したところ，「パートナーの見つからないま
ま高齢になった」場合の卵子提供への肯定感
は，40 代前半では既婚女性 11.5％に比べ，
未婚女性 37.5％の方が，子どものいる女性
7.4％に比べ，子どものいない女性 38.1％が
有意に高率であった． 
社会的適応での卵子の凍結保存に対して

「認める」27.9％，「条件付きで認める」
28.3％であった．女性のみに限定して，年代
ごとに，未婚既婚別，子どもの有無別で比較
したところ，社会的適応での卵子の凍結保存
を「認める」との回答は，35～39 歳では既婚
女性 23.3％に比べ，未婚女性 55.0％の方が，
35～39 歳及び 40～44 歳では子どものいる女
性 20.4％，20.3％に比べ，子どものいない女
性 53.8％，50.0％の方が有意に高率であった． 
社会的適応での卵子の凍結保存がライフ

プランや社会へ与える影響としては，「将来
の妊娠への安心感」69.0％，「女性の社会進
出・キャリア支援」64.7％，「少子化対策」
63.0％が挙がる一方で，「高齢出産で危険な
妊娠が増加」86.1％，「儲けようと思う医療

施設の増加」75.1％，「女性の晩婚化」71.8％，
「子が若いうちから親の介護」56.3％等も挙
った． 
ロジスティック回帰分析により，卵子提供

への肯定感には，「社会的適応での卵子凍結
保存へ肯定的であること」（オッズ比 2.881），
「子どものいないこと」（オッズ比 2.280），
「男性であること」（オッズ比 1.551）が関連
していた．社会的適応での卵子凍結保存への
肯定感には，「卵子提供に肯定的であること」
（オッズ比 3.911），「子どものいないこと」
（オッズ比 2.086），「高学歴であること」（オ
ッズ比 1.931），「医療関係者であること」（オ
ッズ比 0.437）が関連していた． 
 
学生時代から，生殖年齢に関する情報提供

を行い，ライフプランについて早期から考え
られる機会作りを積極的に行う必要がある．
研究成果をもとに作成していた一般人向け
の冊子やリーフレットを配布，動画を紹介す
るとともに，この内容を録画し，卵子凍結の
倫理的課題へ社会への影響を考えてもらう
ための学校教材用の DVD を作成した．また，
研究結果をまとめ，研究報告書「続・騒がし
い精子と卵子：子どもと話したい生殖医療」
を発行した． 
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